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 品川区議会議員  無所属 
高橋 しんじ 

 
東京都、５年ぶりﾏｲﾅｽ予算！ 

 都の 09 年度一般会計予算原案は、前年度
比 3.8％減の 6 兆 5980 億円。都税収入は
7520 億円減（3.6％減）、景気の悪化などで
法人２税は 7743 億円減（30.3％減）。下げ
幅は、ともに過去最大。基金の取り崩しや
都債（都の借金）発行で税収減を補う。歳
出の合計は、減ったが、政策的経費などの
歳出は増加させた。 また、都が 09 年度に
23 区に配分する交付金は、9470 億円と前年
比 692 億円減で、過去最高の減少 
額。品川区の財政にも大きな影響 
（約 30 億円の交付金の減収？）があると思
われます。  （毎日新聞 09/01/17 他） 
 

ズ 

東京都品川区東大井 4-13-11-304 〒140-0011 
TEL:03-5461-8757 FAX:03-5461-8763 
E-mail takahashi-shinji@spa.nifty.com 
URL http://www.takahashi-shinji.net/ 
☆過去の『区政報告』が HP でご覧になれます。 
☆『区政報告』への感想をぜひお寄せ下さい。 
☆『区政報告』をお店の片隅に置かせて下さい。 

高 事 橋しんじ 務所 

高橋しんじプロフィール  

若草幼稚園、品川区立鈴ヶ森小・中学校、
早稲田実業高、早稲田大学（政経学部政治
学科 専攻は地方行政）・同大学院博士課程
で学ぶ。東京大学研究員、塾などを経て、
教師（早稲田実業高、都立日比谷高・青山
高・大森高）。軟式野球ルーキーズ監督。 
平成 19 年４月 無所属・新人として 
2541 票の支持をいただき初当選！ 

 しがらみのない無所属 

 

 

 

 政務調査費収支報告 
支 出  
 

調査研究費（調査・視察費・交通費等） 115,550 

研修費（研修会参加費・交通費等）    0 

会議費（会議開催経費・参加費等）     0 

資料費（書籍・新聞・雑誌・資料購入代等） 96,599 

広報活動費（広報印刷費・送料・交通費等） 123,073 

事務費（事務用品機器購入費・HP 維持費等） 247,268 

人件費（活動補助アルバイト代等） 214,000 

合計 796,490 

・京都等（都市景観政策、学校跡地利用など
視察） 

 

 

 

 

 

＊次週お休みします＊ 
1 月 29 日から視察のため、『しんじ新聞』を
お休みさせていただきます。 

☆お知らせ☆『子どもフェスティバル』
２月７日（土）10－14 時：南大井文化ｾﾝﾀｰ
で。ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ、輪投げ、やかんｶｰﾘﾝｸﾞ、け
ん玉、ﾍﾞｰｺﾞﾏ等のｹﾞｰﾑがいろいろ。景品も
たくさん！やきそば・とん汁・おしるこ（各
100 円）の模擬店も。私も参加します！ 

◎ 政務調査費は、会派（無所属クラブは

３人で構成）に支給されています。 

平成20年度分政務調査費の収支内訳を

次のとおりご報告いたします。 

☆平成 20 年度分（20 年 10 月～12 月） 

収 入 

政務調査費 

（19 万円×３人×３ヶ月） 
1,710,000 

 
※支出項目の一部についてご報告します 
【調査研究費】 
・新潟市（全国都市問題会議参加） 

 

小学校周辺のｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ・通学路の車両通
行禁止時間が変更になります。通学時間
の実態に合わせて未変更の区内 28 校に
ついて２～３月に変更します。（城南、
城南第２、立会、鮫浜、浜川など） 
☆8:00～9:00⇒⇒7:30～8:30   

順次標識取替え（都）・道路面表示書替
え工事（区）が行なわれます。 
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☆区政へのご要望をお寄せ下さい！！ 

 
今週の書架 

☆『東京懐かし散歩』 
（赤岩州五 交通新聞社 1600 円） 
50 年、100 年前の地図を使って著者が都

内各所を歩いて過去と現在の東京を語っ
ています。大森も大正 12 年の地図が出て
います。京浜電鉄（現：京浜急行）の支線
が大森海岸駅から大森駅まで走っていま
した（明治 34 年～昭和 12 年）。今のｲﾄｰﾖｰ
ｶ堂の前の道に線路がありました。わずか 
１㎞を１両が走り、客が手をあ 
げると止まってくれる、のど 
かな鉄道だったそうです。 

 

月 ＪＲ大井町駅前 
火 京急青物横丁駅前 
木 ＪＲ大森駅前  
金 京急立会川駅前 
☆ 各 7:00-9:30 頃 

◎『区政報告』をお配りしています。 
◎議会等の事情で変更する場合があります。 
◎見かけたらお気軽にお声をおかけ下さい。 

朝、駅前にいます！ 

区政研究ノート ―行政サービス調査― 

 

日本経済新聞社は、全国の市と東京 23 区の行政ｻｰﾋﾞｽの水準を比較した調査を
実施（08 年 8 月）。調査項目は、①子育て環境－就学前児童人口当たりの保育
所定員数等②教育－少人数学習のための非常勤講師採用数等③高齢者福祉－
高齢者人口当たりの医療・介護施設の病床数等 （東京都内の順位で作成） 
 

 
 

 ①子育て環境 ②教育 

③高齢者福祉
④公共料金 

無所属クラブ 
    区政報告 

渋谷区、荒川区は、 
認可保育所数や認可 
保育所定員数、待機 
児童数、保育料、私 
立幼稚園利用者への 
補助制度など全項目 
で得点。渋谷区は、病児・病後児
保育所の数、足立区は、学童保育
の得点が目立った。しかし、全国
的に待機児童数は減っていない。 
 

荒川区は生徒教育用 
ﾊﾟｿｺﾝ台数、区立小中 
学校の非常勤講師数、 
補習や小学校の英語 
時間数、自習支援を 
している小中学校数 
で高得点。台東区も非常勤講師数、
補習・自習支援校で得点。また、進
学塾による夜間特別優良授業で話
題となった和田中の杉並区は６位。 

子育て環境と対照的 
に多摩地区の市が上 
位を占めた。清瀬市 
は、高齢者人口に対 
する特別養護老人ﾎｰﾑ 
とﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ施設整備 
に関する得点が高い。高齢者福祉の
充実は、重要ですが、今後高齢者の
増加に伴う自治体負担の増加をどう
打破するかが問われています。 
 

調査項目は、上下水 
道料金、住民票手数 
料、開庁時間等。上 
位３市は、水道事業 
の自主運営を続けて 
いる市。23 区では 
都が一括運営。窓口での事務手数料
は、値上げ傾向。一方、土日開庁な
どでｻｰﾋﾞｽ時間は延長傾向。３割の
自治体は、土日でも住民票を発行。 
（参考：日本経済新聞 08/12/2～5） 
 

1 渋谷区 

2 荒川区 

3 足立区 

4 新宿区 

5 台東区 

1 荒川区 

2 台東区 

3 日野市 

4 清瀬市 

5 武蔵野市 

1 清瀬市 

2 青梅市 

3 千代田区 

4 三鷹市 

5 東村山市 

1 昭島市 

2 羽村市 

3 武蔵野市 

4 三鷹市 

5 東村山市 


